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本日はセミナーにご参加いただき 

誠にありがとうございます。 



本日のセミナーの目的 

 

 

外国人採用へのハードルを少しでも下げていただき、 

御社のさらなる発展に繋げていっていただくこと。 



2030年、人手は 

644万人不足する 



５３８万人 



10年後の日本は北海道の全人口を雇用したとしても 

人材不足問題が完全に解消されない 





これだけの人数、 

 

どうやって補いますか？ 







この危機的状況を救う解決策こそ 

 

外国人労働者 



厚生労働省調べ 





    日本の労働者数：5.660万人 

 外国人労働者数：165万人 

 

100人に３人が外国人労働者！ 



厚生労働省調べ 





【本日のセミナーの内容】 
 

・外国人採用のメリット 

・外国人採用のデメリット 

・在留資格の確認 

・入社の手続き/流れ 

・外国人採用で成果を出すポイント 

 



陶 嵐（とう らん） 
 

 

西暦1990年生・中国出身 

 

大阪大学博士前期課程修了 

 

新卒でリシュモンジャパン株式会社に入社、その後、マッチング

サービスに従事し、A global harmonyを設立し、現在に至る。 

 

好きな言葉は感謝、風林火山 
 



挨拶動画 

https://www.youtube.com/watch?v=cx3Hs8-gWU8&feature=emb_title








外国人労働者を雇うメリット 
 

・人手不足の解消  

・優秀な若手人材の確保 

・多種多様な人材で社内活性化 

・多角的な視点からのアイデアの創出 

・人件費の削減 

・日本人従業員のコミュニケーション能力の向上 

・多言語やグローバル化への対応が可能 

・海外進出のきっかけと戦力になる 
 

 



外国人労働者を雇うメリット① 

 

人手不足の解消  
 

 



外国人労働者を雇うメリット② 

 

優秀な若手人材の確保 
 

 



外国人労働者を雇うメリット③ 

 

多種多様な人材で社内活性化 

 

 



外国人労働者を雇うメリット④ 

 

多角的な視点から 

新しいアイデアが生まれる 

 

 

 



外国人労働者を雇うメリット⑤ 

 

人件費の削減 

 

 

 



外国人労働者を雇うメリット⑥ 

 

日本人従業員の 

コミュニケーション能力向上 

  
 

 



外国人労働者を雇うメリット⑦ 

 

多言語やグローバル化への 

対応が可能 

 

 

 

 



外国人労働者を雇うメリット⑧ 

 

海外進出のきっかけと 

戦力になる 

 

 

 

 



外国人労働者を雇うデメリット 
 

・就労ビザの手続きが面倒 

・不法就労のリスク  

・日本語レベルの確認が必要   

・言語の壁によるコミュニケーションの問題 

・生活習慣・文化の違いを受け入れる必要がある  

・教育コストがかかる 

 

 



外国人労働者を雇うデメリット① 

 

在留資格が分からない 

採用手続きが面倒 

 

 



外国人労働者を雇うデメリット② 

 

不法就労のリスク 

 

 



在留カードのチェックのやり方 

 

-偽造かどうかを見極める- 













外国人労働者を雇うデメリット③ 

 

日本語レベルの確認が必要 

 

 





外国人労働者を雇うデメリット④ 

 

言語の壁による 

コミュニケーションの問題 

 



外国人労働者を雇うデメリット⑤ 

 

生活習慣・文化の違いを 

受け入れる必要がある 

 

 



外国人労働者を雇うデメリット⑥ 

 

教育コストがかかる 

 

 



在留資格の確認 





就労に制限がない在留資格 

一定の範囲内での就労が可能な在

留資格 

就労が認められない在留資格 

許可の内容で就労の可否が決まる

在留資格 



主な在留資格 
 

１、技術・人文・国際業務 

２、家族滞在 

３、留学 

４、特定活動 

５、本邦大学卒業者（留学生の就職支援に係る特定活動） 

６、特定技能 















特定技能と技能実習の違い 
 

は大きく５つ 

 



技能実習と特定技能の定義 

 

技能実習 
発展途上国の若く意欲的な方たちが、日本で技能を学び母国に

帰国して、経済発展に寄与してもらうといったもの 
 

特定技能 
人材を確保することが困難な状況にある産業上の分野において、一定

の専門性・技能を有し即戦力となる外国人を受け入れていくもの 



特定技能と技能実習の違い 

 

1.対応職種 

2.資格取得の条件 

3.在留期間 

4.賃金の水準 

5.転職可否 



1.対応職種 

 





技能実習 
（現在82職種148作業での受け入れが可能） 

 

 

農業関係（2職種6作業） 

漁業関係（2職種10作業） 

建設関係（22職種33作業） 

食品製造関係（11職種16作業） 

繊維・衣服関係（13職種22作業） 

機械・金属関係（15職種29作業） 

その他（16職種29作業） 

社内検定型の職種・作業（1職種3作業） 

 



最大の特徴 

 

   外食 : 特定技能のみ 

繊維・衣服 : 技能実習のみ 



2.資格取得の条件 

 



技能実習  

 

 

※ビザ取得の際は日本語力や職業の 

技能が無くても入国することができる  

 



特定技能 

 

①日本語試験に合格。N4レベルぐらい 

 

②それぞれの分野に課せられる 

 技能試験に合格 

 

 



日本で３年間の技能実習を終えた人は

これらの試験が免除となり、無試験で

特定技能ビザに移行することができる 



3.在留期間 

 



技能実習の在留期間 

 

3年間 

 

優良認定を受けることで 

最大５年間 



特定技能の在留期間 

 

５年間 

 

建設と造船はさらに 

無期限で認められる可能性もある 



技能実習 ３〜５年間 

   特定技能  ５年 

 

合わせて８〜１０年、 

雇うことが可能 

 



4.賃金の水準 

 

 



技能実習 

＝勉強  

 

特定技能 

＝労働 





5.転職可否 



技能実習生 

→転職できない 

 

※賃金不払いなどの実習継続が 

困難な場合のみ、別の企業に移行 



特定技能 

→転職OK 

 

何処かの会社で働くためにビザを

取得しても他により良い条件の会

社があれば転職可能 



特定技能と技能実習 

どちらがいいのか？ 





入社の流れ・手続き 











例えば・・・ 

 

 

建設業 

製造業 

サービス業（福祉・介護・販売） 



外国人採用で成果を出すポイント 



bbbbb        



bbbbb        



外国人採用で成果を出すポイント① 

 

どんな人を採用したいか決める 

募集する人物像、ターゲットの日本語レベル・使用言

語・在留資格・スキル等を明確にして、適したアピー

ルを行いましょう。 

 

※求人広告では、国籍や人種を限定することはNGです 

（ｘ中国人→〇中国語が話せる人） 



外国人採用で成果を出すポイント② 

 

求める日本語レベルの 

設定は慎重に 

募集にあたっては、賃金や待遇等の情報に加え、日本語レ

ベルの条件設定が重要です。日本語レベルの基準が低いほ

ど、集まり安くなります。実際の業務にどの程度の日本語

能力が必要かを再考しましょう。 



外国人採用で成果を出すポイント③ 

 

ビザサポート 

日本で長く働きたい外国人が多いので、ビザサポートを行

うと、応募が集まりやすくなります。学校の卒業シーズン

には、ビザサポートがある求人に応募が殺到します。 

（面接は慎重に！） 



外国人採用で成果を出すポイント④ 

 

安心感を与える 

「自分にできるかな？」と不安を抱き、応募をためらう求

職者も多いです。「初めてでも安心」「外国人の社員がい

る」等、安心できるためのコンテンツがあれば、どんどん

発信しましょう。 



外国人採用で成果を出すポイント⑤ 

 

母国語での求人が集まりやすい 

ターゲットの母国語で求人を掲載してみましょう。日本語

がスムーズに読める外国人でも、やっぱり母国語のページ

を好みます。優先順位は、母国語、英語、日本語です。日

本語のページでも、簡単な言葉を用い、簡潔な文章で作成

しましょう。 



外国人採用で成果を出すポイント⑥ 

 

スピードが命 

応募があった場合、レスポンスを早くすることが大事です。

複数の面接を受けて良いところを検討するといったことを

する外国人はあまり多くありません。早く決まったところ

で仕事をスタートする傾向が強いです。 



外国人採用で成果を出すポイント⑦ 

 

簡単な言葉で話す 

日本語がまだ得意でない外国人スタッフには、ゆっくり丁

寧に、自分でわかる範囲の英単語を交え ながら話しまし

ょう。同時に「わからないことは必ず確認してほしい」

「わからないまま、OKと言っ てはダメだよ」ということ

をしっかり伝えましょう。  



外国人採用で成果を出すポイント⑧ 

 

一括りにしない 

「外国人」と一括りにせず、ひとりひとりと向き合って接

しましょう。 得意なこと、苦手なこと、好きなこと、嫌

いなこと、一人一人に個性があります。 



外国人との共生コラボ 



食 

● 宗教上の問題等から食に関する情報を発信し、安心して食事が 

 できる環境を提供する。 

   

   

 ・外国語対応メニューの作成 

・通訳機等の導入 

・ハーラル対応メニュー 

（ハーラルの認定機関取得） 
・ベジタリアン対応 

・決済方法の多様化の推進 

商店会等 

単純に外国語にするだけでなく、生産者や詳細な食
材の説明等も付記して食の安全を！！ 

日本人にも喜ばれる 



住 

● 外国人労働者への住宅提供の偏見をなくす。 

 ➡ 短期的な滞在=ただの寝床の提供 × ➡日本人と同様又は宗教・文化も考慮した住環境の提供 

                              （玄関で靴を脱がない、ちょっとした礼拝スペースの

確保等々） 

・古民家の活用（日本独自の住環境を好む） 

住まいの提供だけでなく 

コミュニティへの積極的な参加
を！！ 



医 

● 緊急時の対応（翻訳者等の協力、ｚｏｏｍ等の利用による通訳） 

● 日常の健康管理（地域医療マップ（外国語対応）の作成等）サポート 

● 医療のみならず、学校や地域コミュニティ等の紹介体制 

 （就業者のみならず、将来的には家族等へのサポート体制の検討） 



戸塚地域での外国人との共生（医・食・住） 

● ２０２１年の東京オリンピックの開催にともなうインバウンドの増加や 

 中小企業における人材難からの外国人雇用の増加に伴い、戸塚地域（戸塚区、

泉区、栄区）においても、外国人の居住者やインバウンド 

の増加は避けられない。 

 外国人の増加に伴う諸問題（治安の悪化の心配、地域への影響等）を個人や雇

用者を受け入れた１企業だけの問題とはせず、地域（コミュニティ）の課題とし

て検討していく。 

 まずは、機能的に行動できるよう、LTRで行っているコラボ企画（オーケスト

ライフ、工業会と社会福祉協議会との橋渡し等）のような手法で行っていく。 



外国人の自己紹介動画 

https://www.youtube.com/watch?v=OmRkWMvyF34&feature=youtu.be


会社紹介 

 

ホームページ 

 

案内資料 

 

実績・データ 
 

 

https://aglobalharmony.info/
https://aglobalharmony.info/file_dw/?type=1
https://aglobalharmony.info/file/agh_data.pdf

